
第３学年 保健体育科学習指導案 
令和５年１０月２７日（金） 

第 ３ 学 年 ３ 組 ３ ３ 名  

場所 串間市民総合体育館  

指 導 者  田 中 美 津 子  

１ 単元名 保健分野 「 健康と環境 」（ 環境の汚染と保全 ） 

 

２ 単元の目標 

（１） 身体の環境に対する適応能力・至適範囲、飲料水や空気の衛生的管理、生活に伴う廃棄物の衛生的

管理などの健康と環境について、理解することができるようにする。           （知識） 

（２） 健康と環境に関わる事象や情報から課題を発見し、疾病等のリスクを軽減したり、生活の質を高め

たりすることなどと関連付けて解決方法を考え、適切な方法を選択し、それらを伝え合うことができ

るようにする。                         （思考力、判断力、表現力等） 

（３） 健康と環境について健康の保持増進や回復についての学習に自主的に取り組もうとすることができ

るようにする。                        （学びに向かう力、人間性等） 

 

３ 単元について 

（１） 教材観 

本単元は、「中学生学習指導要領 保健体育編」の「保健分野 （４）健康と環境」である。本単元

の内容は、「（４）健康と環境について、課題を発見し、その解決を目指した活動を通して、次の事項

を身に付けることができるよう指導する。（ア）健康と環境について理解を深めること。（イ）健康と

環境に関する情報から課題を発見し、その課題に向けて思考し判断するとともに、それらを表現する

こと。」とある。このため、主として身体に直接関わりのある環境を取り上げ、人間の身体は、環境の

変化に対してある程度まで適応する生理的な機能を有すること、また、身体の適応能力を超えた環境

は生命や健康に影響を及ぼすことがあること、さらに、飲料水や空気を衛生的に保ったり、生活によ

って生じた廃棄物は、衛生的に処理したりする必要があることなどの知識と健康と環境に関する課題

を解決するための思考力、判断力、表現力等を中心として構成されている。 

 

（２） 生徒観 

本学級の生徒は、在籍数３３名である。班活動では、課題解決に向けて自分の意見を出したり、協

議して意見をまとめたりするなど意欲的に取り組む生徒が多いが、自分の考えを表現することが苦手

で、自ら発表しようとする生徒も少ない傾向にある。そこで、環境問題について、思考ツールの活用

について、自分の今の力についてなどのアンケートを実施したところ、以下のような結果であった。 

 

アンケート内容 
とても 

そうだ 

まあまあ 

そうだ 

あまりそ

うでない 

全くそう

でない 

① 環境問題に関心があるか ５３％ ３９％  ７％  ０％ 

② 世界・日本・宮崎県・日南市の環境問題を知っているか ２１％ ２５％ ５０％  ４％ 

③ 思考ツールを使った保健の授業は好きですか ３９％ ５４％  ７％  ０％ 

④ 課題解決に向けた学習に自主的に取り組む事は好きですか ５０％ ３９％ １１％  ０％ 

⑤ 情報を収集したり情報を整理したりすることは好きですか ３６％ ３９％ ２５％  ０％ 

⑥ 筋道を立てて他者に伝えることは好きですか ２１％ ４３％ ３６％  ０％ 

⑦ 自分の考えを表現することは好きですか ２５％ ３２％ ３９％  ４％ 

⑧ 他者と話し合って考えを深めることは好きですか ６１％ ２９％ １１％  ０％ 

⑨ 課題解決に向けて学んだ知識を活用することは好きですか ２９％ ６１％ １１％  ０％ 

⑩ 今まで環境について学習したことについて  

 

このことから、環境問題については関心をもっている生徒が多く、ある程度の知識はある。思考ツ

ールの活用については、授業で使用することに関して肯定的な考えをもっている生徒が多く、以前と

比べると使いこなせるようになってきている。話合い活動については、話合いの中で考えを深めるこ

とが好きな生徒が多かったが、自分の考えを表現したり、筋道を立てて他者に伝えたりすることにつ

いては苦手な生徒もいることが分かった。 

 

 



（３） 学習を進めるにあたって 

単元を構成するに当たっては、主体的・対話的で深い学びにつなげるためにＩＣＴを活用した授

業を展開させ、「健康と環境」の全授業で思考ツールを使った授業を行うこととした。ロイロノート

の思考ツールを使用することで、思考を可視化し、思考を整理することができ、課題に対して、新

たな気付きが生まれ、話合い活動が活発になり、さらに思考が深まると考えた。思考ツールは、授

業の導入の段階では「考えを広げる」ために使用し、展開段階で考えを「分類」、「構造化」、「見通

す」、「順序付ける」、「多面的にみる」、「比較する」等、より深く思考する手立てとして活用した。

また、まとめの段階では、自分の思考や知識を「整理する」際に活用した。 

本時においては、導入段階では、国や企業の環境問題についての取組を紹介することで、生徒に

課題解決を行うための視点を与え、授業に対する意欲を喚起したい。展開段階では、前時、調べた

環境問題の中で自分が気になった問題の解決に向けた取組について個人で考えさせたい。その後生

徒が意欲的に関わることができる班活動を取り入れ、積極的に意見交換をさせることで、主体的・

対話的で深い学びにつなげ、これからの社会で必要とされる企画力・発想力・プレゼン力を鍛えて

いきたい。また、解決策を考える際に自分の意見を広げたり、仲間に提案をする際に他者に筋道を

立てて分かりやすく表現したりできるように、思考ツールを活用していきたい。これらの活動を通

して、南那珂地区の研究主題に迫っていきたい。 

 

４ 単元の評価規準 

 
知識・技能 思考・判断・表現 

主体的に学習に

取り組む態度 

単
元
の
評
価
規
準 

① 身体には、環境の変化に対応した調節機能があり、一定

の範囲内では環境の変化に適応する能力があること、また、

体温を一定に保つ身体の適応能力には限界があること、そ

の限界を超えると健康に重大な影響が見られることから、

気象情報の適切な利用が有効的であることについて、理解

したことを言ったり書いたりしている。 

② 温度、湿度、気流の温熱条件には、人間が活動しやすい

至適範囲があること、温熱条件の至適範囲は、体温を容易

に一定に保つことができる範囲であること、その範囲は、

学習や作業などの種類により異なることについて、理解し

たことを言ったり書いたりしている。 

③ 水は、人間の生命の維持や健康な生活と密接な関わりが

あり重要な役割を果たしていること、飲料水の水質につい

ては一定の基準が設けられており、水道施設を設けて衛生

的な水を確保していること、飲料水としての適否は科学的

な方法によって検査し、管理されていることについて、理

解したことを言ったり書いたりしている。 

④ 室内の二酸化炭素は、人体の呼吸作用や物質の燃焼によ

り増加すること、そのため、室内の空気が汚れてきている

という指標となること、定期的な換気は室内の二酸化炭素

の濃度を衛生的に管理できること、空気中の一酸化炭素は、

主に物質の不完全燃焼によって発生し、吸入すると一酸化

炭素中毒を容易に起こし、人体に有害であることについて、

理解したことを言ったり書いたりしている。 

⑤ 人間の生活に伴って生じたし尿やごみなどの廃棄物はそ

の種類に即して自然環境を汚染しないように衛生的に処理

されなければならないことについて、理解したことを言っ

たり書いたりしている。 

① 健康と環境に

関わる原則や概

念を基に、収集し

た情報を整理し

たり、習得した知

識を個人生活と

関連付けたりし

て、自他の課題を

発見し、課題解決

に取り組み、健康

を保持増進する

方法を選択して

いる。 

② 健康と環境に

ついて、習得した

知識を自他の生

活に適用したり、

課題解決に役立

てたりして、疾病

等のリスクを軽

減し、健康を保持

増進する方法を

選択し、他者と話

し合ったり、ワー

クシートなどに

記述したりして、

筋道を立てて伝

え合っている。 

① 健康と環

境について、

課題の解決

に向けた学

習活動に自

主的に取り

組もうとし

ている。 

  



５ 指導と評価の計画（８時間） 

時

間 
１校時 ２校時 ３校時 ４校時 

主
な
学
習
内
容
・
学
習
活
動 

環境の変化と 

適応能力 
活動に適した環境 室内の空気の条件 

水の役割と 

飲料水の確保 

 

○ 身体には、環境に

対してある程度まで

適応能力があるこ

と。 

○ 身体の適応能力を

超えた環境は、健康

に影響を及ぼすこと

があること。 

 

○ 快適で能率のよい

生活を送るための温

度、湿度や明るさに

は一定の範囲がある

こと。 

 

○ 空気は、健康と密

接な関わりがあるこ

と。また、空気を衛生

に保つには、規準に

適合するよう管理す

る必要があること。 

 

○ 飲料水は、健康と

密接な関わりがある

こと。また、飲料水を

保つには、基準に適

合するようよう管理

すること。 

 

１ 人の体温の変化を

予想する。 

２ なぜ人の体温は変

わらないのか考えさ

せる。 

３ 本時のねらいを確

認する。 

４ 暑いときと寒いと

きの体の反応につい

て理解する。 

５ 体には適応能力が

あることを理解す

る。 

６ 適応能力の限界に

ついて、知りたいこ

とを調べる。 

【ＫＷＬ】 

７ 本時のまとめ、次

時の確認をする。 

 

１ 本時のねらいを確

認する。 

２ 暑さ・寒さの感じ

方や至適温度につい

て理解する。 

３ 学校や家庭で明る

い方がよい場所を考

えて、並びかえる。 

【ピラミッドチャート】 

４ 明るさを調節する

必要があるのはなぜ

かを理解する。 

５ 学んだことをもと

に考える。 

【Ｙチャート】 

６ 本時のまとめ、次

時の確認をする。 

 

１ 本時のねらいを確

認する。 

２ もし～ならどうな

るか予想して理由も

考える。 

【キャンディーチャート】 

３ 二酸化炭素による

影響について理解す

る。 

４ 一酸化炭素による

影響について理解す

る。 

５ 換気の必要性につ

いて理解する。 

６ 学んだことをもと

に考える。 

７ 本時のまとめ、次

時の確認をする。 

 

１ 水について自分が

知っている知識を確

認する。 

【ウェビング】 

２ 本時のねらいを確

認する。 

３ 水の役割について

理解する。 

４ 飲料水がどのよう

に確保されているか

理解する。 

５ 学んだことを自分

の言葉でまとめる。 

【ウェビング】 

６ 学んだことを活用

して考える。 

７ 本時のまとめ、次

時の確認をする。 

評価機会等 

知 

①ワークシート 

 タブレット 

②ワークシート 

 タブレット 
④ワークシート 

③ワークシート 

 タブレット 

思  ①タブレット ①タブレット  

態 （①観察）   （①観察） 

関連する項目 

道徳科との関連 『海とストロー』 

 



 

時

間 
５校時 ６校時 ７校時 ８校時（本時） 

主
な
学
習
内
容
・
学
習
活
動 

生活排水の処理 ごみの処理 環境の保全 環境の保全 

 

○ 人間の生活に伴っ

て生じたし尿などの

生活排水は、環境の

保全に十分配慮し、

環境を汚染しないよ

うに衛生的に処理す

る必要があること。 

 

○ 人間の生活によっ

て生じた廃棄物は、

環境の保全に十分に

配慮し、環境を汚染

しないように衛生的

に処理する必要があ

ること。 

 

○ 環境の汚染が健康

に与える影響とそれ

らを改善する必要が

あることについて課

題を見いだしている

こと。 

 

 

○ 環境汚染問題につ

いて習得した知識を、

課題解決に役立てた

り、他者と話し合った

りすることで、よりよ

い解決策を導き出し、

筋道を立てて伝え合

うこと。 

 

１ なぜ写真のように

なったのか考える。 

２ 本時のねらいを確

認する。 

３ し尿生活排水の処

理について理解す

る。 

４ 世界の水質汚染問

題について調べる。 

５ 水の汚染を防ぐた

めの工夫や方法を考

える。 

【座標軸】 

６ 本時のまとめ、次

時の確認をする。 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本時のねらいを確

認する。 

２ ゴミの分別の仕方

を考える。 

３ どんなごみ問題が

あるか調べる。 

【くまでチャート】 

４ ３Ｒについて調べ

る。 

５ ３Ｒについて自分

の優先順位を考え

る。 

【ピラミッドチャート】 

６ ゴミ問題を解決す

る企画を考える。 

【キャンディーチャート】 

７ プロジェクトチー

ムで企画を仕上げ全

体で提案する。 

８ ３Ｒの理想の取り

組みを知る。 

９ 本時のまとめ、次

時の確認をする。 

 

１ 日本で起こった公

害とその原因につい

て知っていることを

あげる。 

２ 本時のねらいを確

認する。 

３ 環境汚染の健康へ

の影響とその対策に

ついて理解する。 

４ 近年の環境問題に

ついて調べる。 

【フィッシュボーン】 

５ 調べたことを班の

仲間とまとめる。 

６ 班でまとめたこと

を新たなグループで

発表する。 

７ 自分が気になる環

境問題の課題につい

て考える。 

【ピラミッドチャート】 

８ 本時のまとめ、次

時の確認をする。 

 

１ 本時の目標を確認

する。 

２ 企業や個人の環境

汚染問題の対策につ

いて知る。 

３ 環境問題を解決す

るためにどのようなこ

とができるか考える。

【キャンディーチャート】 

４ 自分の考えたこと

を班員に伝え、意見

交換を行う。 

５ 自分の意見をブラ

ッシュアップする。 

【キャンディーチャート】 

６ ブラッシュアップ

した解決策を『出張

提案会』で提案する。

（動画撮影） 

７ 本時の目標に対し

ての自己評価とこれ

からの自分の目標を

考え、発表する。 

８ 本時のまとめを行

う。 

９ 本単元のまとめを

行う。 

評価機会等 

知  
⑤ワークシート 

 ダブレット 

⑤ワークシート 

 タブレット 
 

思 ②タブレット 
②タブレット 

観察 
 

②タブレット 

（観察・ワークシート） 

態    ①観察 

関連する項目 

道徳科との関連 『海とストロー』 

 



６ 本時の学習 

（１） 本時の目標 

〇 環境汚染問題について、課題の解決方法とそれを選択した理由などを、他者と話し合ったり、思考

ツールなどを活用したりして、筋道を立てて伝え合うことができるようにする。 

（思考力、判断力、表現力等） 

〇 健康と環境について、課題の解決に向けた学習活動に自主的に取り組むことができるようにする。 

（学びに向かう力、人間性等） 

（２） 本時の学習評価 

〇 環境汚染問題について、課題の解決方法とそれを選択した理由などを、他者と話し合ったり、思考

ツールなどを活用したりして、筋道を立てて伝え合おうとしている。    （思考・判断・表現） 

〇 健康と環境について、課題の解決に向けた学習活動に自主的に取り組もうとしている。 

（主体的に学習に取り組む態度） 

７ 学習指導過程 （８／８） 

段
階 

学習内容及び学習活動 指導上の留意点 
○：評価項目 
（評価方法） 
【Ａの例】 

努力を要する状
況と判断される
生徒への手立て 

導 

入 

１ 企業や個人の環境汚染問
題の対策について知る。 

 
 
 
２ 本時の目標を確認する。 
 
 
 
 

○ 本時の学習への意欲を喚起
し、解決策の視点をもたせるた
めに、取組事例の映像等を視聴
させる。 

 
○ 本時の学習に繋げるために、
これまでの学習を振り返る。 

 
 
 
 
 

  

展 

開 

３ 環境問題を解決するため
にどのようなことができる
か考える。 
【キャンディーチャート】 

 
４ 自分の考えたことを班員
に伝え、意見交換を行う。 

 
 
 
５ 自分の意見をブラッシュ
アップする。 
【キャンディーチャート】 

 
６ ブラッシュアップした解
決策を『出張提案会』で提案
する。 

○ 自分が気になった環境問題の
解決策を考えやすくするために、
今まで学んだ知識を活用するよ
うに助言する。 

 
○ 自分の意見をブラッシュアッ
プできるように、仲間からの参考
意見をメモしながら話し合うよ
うに助言する。 

 
○ 自分の提案が具体例や根拠を
入れて筋道を立てて伝えられる
ようになっているか確認させる。 

 
○ 本時の目標により迫るために、
仲間の提案を具体例や科学的な
根拠を基に筋道を立てて提案し
ているかという視点をもって聞
くよう指示する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 環境汚染問題につい
て、課題の解決方法とそ
れを選択した理由など
を、他者と話し合ったり、
思考ツールなどを活用し
たりして、筋道を立てて
伝え合おうとしている。 

（タブレット） 
【Ａの例】 
環境問題の解決策を、具

体例や科学的な根拠を入れ
て筋道を立てて伝えてい
る。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 話形のスタ
イルを参考に
させて筋道を
立てて伝え合
えるように支
援する。 

 
 

ま
と
め 

７ 本時の目標に対しての自
己評価とこれからの自分の
目標を考え、発表する。 

 
８ 本時のまとめを行う。 
 
９ 本単元のまとめを行う。 
 

○ アンケートを用いて、本時の
目標に対しての自己評価を行う
よう指示する。 

 
 
 
○ これまで学んだことを自分の
生活に結び付けさせる。 

 

○ 健康と環境について、
課題の解決に向けた学習
活動に自主的に取り組も
うとしている（観察） 

【Ａの例】 
 これまで学んだことをこ
れからの自分の生活と結び
つけ、粘り強く自主的に取
り組んでいる。 
 

○ これまで学
んだことをま
とめた思考ツ
ール等を具体
的に示して振
り返らせる。 

 

 

○ 習得した知識を活用して環境問題の解決策について考え、筋道を立てて伝え合おう。 

本時のミッション 

【 プロジェクトチームの仲間と環境問題を解決するための最善策を考えよ！ 】 


